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外国にルーツを持つ高校生への学習支援 －都立高校の現状－
　2020 年度の都立高校入試では、来日 3年以内の在京外国人を対象に入試を実施する高校が 1校増えて 8校になり
ました。また、学力検査を受ける場合にも、申請により、ひらがなのルビを振った問題での受験や辞書の持ち込み、
試験時間の延長が認められたりするなど、外国にルーツを持つ子どもたちが都立高校を受験しやすいように、いくら
か配慮があります。しかし、在京外国人生徒を対象とする入試にしても、2020 年度は 8校で合計 150 人の募集に対
して 217 人の応募があるなど、彼ら彼女らを受け入れる枠がまだまだ不足している状況が今も続いています。
　他方で、2019 年 9月に公表された「平成 30 年度　日本語指導が必要な児童生徒の受入状況等に関する調査」では、
「平成 29 年度中の日本語指導が必要な高校生等の中退・進路状況」に関する調査結果が新たに追加されたことにより、
日本語指導が必要な生徒は高校の中退率が高いこと、大学等への進学率が低いことが明らかになりました ( 中退率は
9.6％で、「全高校生等」（1.3％）の約 10 倍、大学等への進学率は 42.2％で、「全高校生等」（71.1％）の約 6割でした )。
このように、高校に進学した子どもたちをサポートする体制づくりが大きな課題となっています。
　今号では、この調査結果や高校生へのインタビュー等をもとに、外国にルーツを持つ都立高校生の数の推移や、
彼ら彼女らが高校で受けられる学習支援の現状をまとめました。

＜数字からわかる、 都立高校に在籍する外国人生徒と学習支援＞

①　増え続ける外国人高校生

1,205 人（2012 年）→ 1,470 人（2018 年） ・・・都立高校に通う高校生のうち、1.1％(※) が外国人生徒

　2020 年度 4月は、コロナウィルスの世界的規模の感染拡大により、命の危険や日常生活の制限という今までに
経験したことのない環境でのスタートとなりました。毎年 4月は、「たぶんかフリースクール」の新入生や卒業生、
そして土曜学習の小中学生の子どもたちにとって、友だちと出会い、新しいことにチャレンジする、わくわくどき
どきの月です。ですが、「たぶんかフリースクール」の新学期は、待つことから始まりました。
　さて、2019 年度の「たぶんかフリースクール」は、皆さまの温かいご支援をいただき 38 名の卒業生が、高校へ
と巣立っていきました。また、2019 年は、文部科学省によって不就学の可能性のある外国籍児童生徒数の調査が、
初めて全国的に実施されました。東京は、この調査で最も多い約 8000 名の児童がいる自治体でした。「勉強したい」
「学校へ行きたい」という国籍を問わず全ての子どもたちの持つ権利を認め、守る社会へと、また、コロナウィル
ス感染拡大の不安の中で生まれている差別や偏見、経済的困窮などに負けることのないよう、皆で力を合わせてい
きたいと思います。
　本年も温かく、力強いご支援をいただきますよう、どうぞよろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 代表理事　枦木　典子 )

2020 年度スタートに向けて

   ※ 　「令和元年度　公立学校統計調査報告書」を基に、外国人生徒数を
　　総数で割って算出
　　 　なお、この調査は外国籍の生徒のみを区分しているため、実際に
　　都立高校に在籍している外国にルーツを持つ生徒の数はさらに多い。

②　都立高校生に占める外国人生徒の割合の推移・・・グラフ①
→　全日制過程に比べて、定時制課程に在籍する生徒の割合が高く、
　 　6年間で約 1.5 倍になりました。

※ 　「令和元年度　公立学校統計調査報告書」を基に、
　 それぞれの課程の外国人生徒数を総数で割って算出
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⇒ ◎ 要因として、在京外国人生徒が対象の入試における募集枠の少なさ、
　　一般受験で 5教科の学力検査を求められる、全日制課程のハードル
　　の高さ、そして進学後も働きながら通う生徒が多いことから、選択
　　肢として定時制課程を選ぶ傾向の高さ等が考えられます。
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③　都立高校に在籍する外国人生徒数に占める、日本語指導が必要な生徒の割合の推移・・・グラフ②

＜インタビューからわかる、 都立高校に在籍する外国人生徒と学習支援＞

　当団体が運営する「たぶんかフリースクール」からは、毎年多くの卒業生が都立高校へ進学します。
今回は、昨年度の卒業生 4名に、進学した高校で受けた学習支援についてインタビューを行いました。

【質問事項】 ①　進学後、どんな支援がありましたか。　④　支援の時間に教えてくれたのは誰ですか。
②　支援の時間は何時間ありましたか。　　⑤　いつまで支援を受けられますか。　　
③　支援の時間に何を勉強しましたか。 　　 ⑥　感想

【都立高校 A】
①　・現代文と古典は、取り出し授業だった。
　　・放課後に「日本語教室」があり、そこで勉強できた。
②　・取り出し授業・・・1週間に 4時間
　　　( 現代文 3 時間、古典 1 時間 )
　　・放課後・・・月～金、15：30 ～ 17：00
③　・現代文は、日本人生徒と同じ教科書を使って、
　　　同じ内容をやさしい日本語で教わった。
　　・古典は、半分は現代文と同じやり方で古典を勉強し、
　　　残り半分はやさしい日本語を勉強した。
　　・放課後は、日本語能力試験の勉強をしたり、
　　　授業で分からなかったところを教わったりした。
　　　定期考査の 1週間前は、教科の勉強もできた。
④　・取り出し授業・・・高校の先生が教えてくれた。
　　・放課後・・・学校の外部から支援者が来てくれた。
　　　　　　　　　なかには母語が分かる人もいた。
⑤　・取り出し授業・・・1年生だけ
　　・放課後・・・希望者は 2年生になっても参加できる。
⑥　・現代文や古典をやさしい日本語で説明してもらえ、
　　　内容を理解することができたので、他の生徒の
　　　学習についていくことができました。(Oさん )
　　・取り出し授業も放課後も、作文を書く時間が少ない
  　　  ので、なかなか上達しないのが心配です。(P くん )

【都立高校 B】
①　・現代文と古典は、取り出し授業だった。
　　・7限に、日本語能力試験の勉強をする時間があった。
②　・取り出し授業・・・1週間に 4時間
　　　( 現代文 2 時間、古典  2 時間 )
　　・7限・・・1週間に 2日、15：30 ～ 16：30
③　・取り出し授業は、日本人生徒と同じ教科書を、
　　　やさしい日本語でゆっくり教わった。
　　・7限は、日本語能力試験の勉強を、レベル別に
　　　分かれて勉強した。
　　　定期考査の 1週間前は、教科の勉強もできた。
④　・取り出し授業・・・高校の先生が教えてくれた。
　　・7限・・・学校の外部から支援者が来てくれた。

⑤　・取り出し授業も 7限も、1年生だけ

⑥　・やさしい日本語で教えてくれるので知識も増えま
            した。(Qくん )
　　・発表がある授業は、日本語の資料を読んだりする
             のに時間がかかるので、とても大変です。(R くん )

＜終わりに＞

　今回インタビューに協力してくれた卒業生は、「高校で
いろいろサポートを受けて、たくさん日本語を使うように
なったので、日本語が良く理解できるようになりました」と、
皆うれしそうに話してくれました。その言葉を聞いて、こ
うした支援があることが、彼ら彼女らの自信につながって
いることを強く実感しました。
　日本語をはじめとして、支援を必要とする子どもたちが
ますます増えるなか、支援の手がきちんと行きわたるよう
にするために、今後も活動していきます。( 信田 )

⇒　都立高校に在籍する外国人生徒のうち、日本語指導を必要とする
　　生徒の割合が、6年間で約 2倍になり、現状では、ほぼ半数の
　　生徒が日本語指導を必要としています。

※　 各年度の「日本語指導が必要な児童生徒の受入状況に関する調査」の
　 日本語指導が必要な外国人生徒数と「 公立学校統計調査報告書」の外国
　 人生徒の総数を基に、日本語指導が必要な生徒数を総数で割って算出
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〇　他にも、留学生が使う日本語の教科書で取り出し授業をし
　たり、放課後に漢字を集中して勉強する時間を設けたりする
　など、高校によって様々な学習支援が行われています。

★　2020 年度からは、 東京都と都立高校、 NPO の三者が

　　協働し、　学習に限らず多方面での高校生支援に取り組ん

　　でいきます。
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０１９
　2019 年度も終わり、卒業生はみな、次の目標に向けて歩みはじめました。
今回は、卒業生からのメッセージとともに、2019 年度を振り返ってみましょう！ 

年

　

(Rくん)

ここでの思い出は、

　何ページ書いても書き切れない。

　　　　　　　　（D くん）

一番忘れられないのは

  学校で過ごした誕生日です。

　　　　 （A くん）

     高校に入って、 友達をたくさん作って、

そして多文化をみんなに知らせたいと思います。

                                               （I さん）

スポーツ大会があります。

みんなと一緒に運動しました。

その時から　私はバドミントンが

好きです。 （T さん）

みんな この学校でたくさんの知識を学びました。（H さん）

私は多文化で、おもしろい生活を送れました。（J くん）

多文化は　すごい　優しい　楽しい　

面白い人がたくさんいます。 （J くん）

せんせいのおかげで　すうがくが

できるようになりました。けいさんもね。(S くん )

授業はとてもおもしろかったです
　　　　　　　　　　(Z くん )

多文化で日本語はますます上手になりました。

そしてたくさんのことを学びました。 （T くん）

　　　　　　　　　 私は多文化が好きです。

多文化で勉強して 毎日楽しかったです (T さん）

10 月に鎌倉へ行きました。
私はとても楽しかったです。（Qさん）

　　スポーツたいかいは

いちばんたのしかったです。

　　　　　（S くん）

この学校は毎年 4 月に始まります。

ここで、 私は友達に会いました。

　　　　　　　　(J さん )

卒業生からひと言！ 

６月４月

GAP のしごと たのしかったです。

　　　　　　　　　（S くん）

７月

　多文化の人と会えなくて　さびしくなります。 （A くん）
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こんなとし！
たのしかったことは

 　かまくらえんそく です。

卒業生からひと言！ 

10月
(Uくん)

　          多文化フリースクールは

　私の二つ目の家族になりました (R さん )

     いろんな国の人と友達になって

一緒に勉強してとても楽しかったです。(H さん )
日本語をはなすのは

　たいへんでした。 (N くん )

にほんごをつかって ほかの(くにの)ことばをしりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (S さん )
べんきょう がんばりました。

 だから いまは 日本ごが

  すこし わかります。（S さん）

多文化の一番楽しかったことは

 いろいろな国の人と友達になったことです。（K さん）

多文化フリースクールのせんせい 

　どうもありがとうございます。

　　　　　　　　　　　　　　　　（U くん）

バドミントンをしたことやいっしょにおひるごはんを

食べたこともたのしかったです。 （T さん）

一番たいへんだったことは  かんじをおぼえることでした。
                                                                                       （N くん）

　多文化に行くときは
　　    とても楽しかったです。
　色々なことを教えてくれて
　　私はとてもうれしいです。
　　　　　　　　   　(L くん )

高校でたくさん勉強して、

　日本で仕事ができるようになりたいです。 （I くん）

たくさんともだちをつくりました。（Dさん）

ちかい将来 きっとまた会いましょう。
                                                     （S くん）

　　　多文化フリースクールは

  　   杉並区で一番いい学校です。

                          　　  （S さん）

9月

ウォークラリーで、 日本の

 文化をたくさん知れました。   

　　　　　　　　(Lくん)

高校進学　おめでとう！

2019 年度も、多くの卒業生が

高校に進学できました。

都立高校 ( 全日制 ) ・ ・ ・ 24 人

都立高校 ( 定時制 ) ・ ・ ・ 　5 人

埼玉県立高校　　 　 ・ ・ ・ 　5 人

千葉市立高校　　 　 ・ ・ ・ 　2 人

私立高校　　　　 　　 ・ ・ ・ 　2 人

たくさんのご支援、

ありがとうございました！
　　　先生や ボランティアさんのしどうのもとで

　　　　　作文と面接を まなびました。 (Sくん)

1月
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たぶんかフリースクール荒川校

たぶんかフリースクール杉並校

荒川区　ハートフル日本語適応指導事業

　今年度の荒川校は中国・フィリピン・ネパール・
韓国・ミャンマー・タイの 6ヵ国につながる生徒が
在籍していました。
　その生徒たちへ今年も2冊の冊子が配られました。
先生たち手作りの「進路の手引き」と「面接練習帳」
です。
　「進路の手引き」には 11 月以降の学校訪問・説明
会・模試等の日程と高校の受験方法、必要な書類や
手続きの方法などが書かれています。先生や友だち
から少しずつ情報を集めて参加したい行事を見つけ、
自分だけのスケジュールを作り上げていきます。
　「面接練習帳」には過去の卒業生からのアンケート
を基にもっとも基本的な質問が載っています。生徒

たちはひとつひとつ、慣れない日本語で答えを記入
します。そして、その答えを覚えたのちにグループ
／個人／ボランティアの方との面接練習を何度も重
ね完成度をあげていきます。
　試験当日、一人ぼっちで不安な生徒にとって、ぼ
ろぼろになった「面接練習帳」は「お守り」です。日々
のがんばりを胸にそれぞれが全力で試験に臨みます。
　今年は新型肺炎の影響で 3月から休校となり、「卒
業を祝う会」も中止になりました。支援してくださっ
たみなさんへのお礼と合格報告をとびきりの笑顔で
届けられなかったことが本当に残念です。高校では、
たぶんかでの想い出を「お守り」にして未来に向かっ
て大きくはばたいてくれることでしょう。　（小森）

　私がハートフルに関わるようになって一年。約半
世紀にわたって覗き見てきた様々な教育現場とは一
味違う世界にワクワクしながら飛び込み、新鮮な驚
きや色々な体験をさせていただき、日々楽しんでい
る。
　ある日、中国語でお互い喋りあってあまりに言う
ことを聞かないので、「もう勉強しなくていい。帰
りなさい！」と大声で言い、彼らの荷物を廊下に放
り出したこともあったなあ・・。一人だけ「せんせ
い、ごめんなさい」と紙切れに書いて渡しに戻って
きたっけ。普段は怒らない私の剣幕が効いたのか、
次の日からとても真面目になった ( 苦笑 )。でも、
結局はみんな「こども」で、カ・ワ・イ・イ♡　　

休み時間に一緒にやるトランプも楽しい！
　出身国によって異なる色が楽しいが、同じ「○○
人」と言っても十人十色、漢字が得意じゃない中国
人もいる！って考えてみれば当たり前の事実が新
鮮。多文化が集うステキな現場で、教師も生徒も発
見や感動が一杯あるといいなと思う。いま気づかな
くても何年かして振り返ったときに何か思ってくれ
たらと。
　先日、ある中学の授業を参観する機会を与えられ
た。日本人の中で学んでいる彼らを見て、改めて「大
変だな」と思った。ハートフルの授業が彼らにとっ
て「単なる日本語習得」以上の場であってほしい、
そういう場にしたいと切に願う。（渡邉）

　３月に入り、生徒たちの進学先もすべて決まりま
した。本来なら高校での学習に向けてまとめの授業
をしている時期なのですが、今年は新型コロナウィ
ルスのために突然の休校となってしまいました。生
徒たちが楽しみにしていた「卒業を祝う会」も中止
となってしまい、なんとなくすっきりとしない年度
末です。
　一年間を振り返ってみると、今年の杉並校は、例
年よりだいぶ遅く、5月 21 日から始まりました。
　国別でいうと圧倒的多数がネパール出身者だった
ので、教室内共通言語はネパール語。その他の国の
出身者ともヒンディー語や英語が通じるので、日本

語の出番が授業以外ではほとんどないような状態で
した。やはり、日常生活の中で日本語を使う場面が
ないと、なかなか日本語の力は伸びません。その点
で少々心配な状態でした。
　９月に入ってようやく他の国出身の生徒も入校し
てきて、生徒同士の会話でも、少しずつですが日本
語を使う機会が増えました。教室の中はいろいろな
言語が飛び交い、まさしく多文化状態になってきま
した。 生徒たちは最多でも１６人と、今年は少ない
人数でしたので、みんなとても仲良くなりました。
ウイルスのために寂しいお別れとなってしまいまし
たが、ここで培った経験を生かして、きっと高校に
行っても頑張ってくれると信じています。（小綿）
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   徐　緒隆 さん

　    　       

　　　　　　

　2014 年に親の仕事関係で来日した。母国で
中学校を卒業し，日本の高校に入ろうと考え
ていた。その時に、父の同僚に多文化スクー
ルを紹介され、2014 年の春に多文化スクール
に入学することになった。多文化スクールで
日本語、数学、英語などを学び、クラスメー
トととても楽しい時間を過ごせた。多文化ス
クールで一生懸命に日本語を勉強し、多文化
の先生たちが熱心にサポートしてくれたおか
げで飛鳥高校の在京外国人入試に合格できた。
　高校では今まで体験したことない刺激を受
けた。高校で色々なことにチャレンジし、た
くさん経験を積み重ねることができた。私は
経営に関してとても興味があったので、大学
では経営学を専攻にした。
　多文化スクールのインターンシップが始
まったきっかけは枦木先生からの誘いだった。
オファーを受けた時に、嬉しかった。多文化
で色々な方からサポートを受けたことを思い
出して、インターシップをやるのを決めた。
　今までずっとサポートされた側だったので、
多文化スクールでどうやって子どもたちをサ
ポートしていけばいいか、よくわからなかっ
た。
　インターンシップの仕事は主に「中国語通
訳」、「ホームページ編集」、「資料翻訳」とい
う三つの内容をやってきた。翻訳に関しては、
「話す」と「読む」に分けられ、自分がやって
いくうちに、日本語能力はどういうところが
欠如してるか少しずつわかるようになった。
　もっと日本語をわかりやすく、スムーズに
翻訳できるように、意味が何となくわかる単
語を調べ、もっと中国語で分かりやすく説明

できるように工夫した。
　多文化スクールで一番感心したのは、子ど
もたちの日本語を覚える速さと高校に行く強
い熱意だった。九月の教育相談でまだカタカ
ナの読み書きが苦手だった子どもたちは、翌
年一月の模擬面接でスラスラと面接の質問を
答えられ、とても驚いた。
　五年前に私と同じように、高校受験に対し
て、面接の不安を感じたり、高校に受からな
かったらどうしようという悩みを抱えたりす
る子どももいた。そういう子どもたちには、
面接のコツやストレス発散方法を教えた。
　時間が経つのはとても速くて、あっという
間に子どもたちは多文化スクールから卒業し
た。みなそれぞれ自分の行きたい高校に入る
ことができ、とてもうれしかった。
　現在、日本はどんどんグローバル化に進ん
でおり、外国人労働者が増えてる一方、家族
と日本にやってくる外国人労働者も少なくな
い。日本語をサポートする施設は足りないの
が現状である。多文化スクールの教育相談で
外国人の子どもの親は日本の教育システムに
ついて、様々な疑問を感じることが多い。
　今後、その疑問を解決できるように努力し
ていきたい。
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子どもプロジェクト日本語クラス

　最初に担当したのは、ある程度日本語で意思
疎通できるおとなの中国人女性。
　ひらがなは大体わかるからカタカナを覚えた
いという希望で読み書きを教えていましたが、
ふと、ひらがなとの使い分けがわかるか尋ねた
ところ、知らないという答え。
「とりあえず音として認識してもらえばいい？」
「文字の書き順や形の厳密性をどこまで追求すべ
き？」…迷いは次から次へと生じます。
　「親子日本語クラス」の利用者は母語も年齢も
日本語のレベルもさまざま。「中国語の勉強を始
めてみた」という先輩ボランティアもいて、
みな教え方の糸口をつかむため努力しているの
だなと思います。
　私自身はこの活動を始めて約 3カ月。
「教える」と言いながら、実は毎回、自分が課題
を与えられ、考えさせられることばかり。
　事務局の方から、生徒が「～させる」の使役
動詞を敬語と混同していたという話を聞いた翌
日、買い物中に、日本人の高校生アルバイトの
同様の間違いに遭遇。昔と違い、さまざまな人
たちが共に暮らすようになった日本に、立場の
上下を示す敬語はもう必要ないのでは？　敬意
と親しみを失わず、もっとフラットな表現に変
わってもいいのでは？　そんなことにまで思い
を馳せる今日この頃です。（宮川）

　細く長くですが、多文化の活動に関わるように
なって、約７年位になります。
　はじめは大阪でお世話になっておりました。大阪
の教室はビルの１フロアで、こじんまりとした、アッ
トホームな雰囲気でした。
　東京に転校して驚いたのが、授業が学校でされて
いたことです。子どもの数も多く、教える科目も多
岐に渡り、はじめは戸惑いつつ、でも学生の頃、塾
や家庭教師で５教科教えてたなあ･･･などと懐かし
く思い出しながら、土曜日の午後を楽しんでいます。
　先日初めて「バイク（原付）の免許を取りたい」
といって、検定試験のテキストを持ってきた高校生
の子がいました。何でも引き受けます。見かけは
ヤンキーでしたが、集中して問題を解いていました。
誰でも好きなこと、やりたいことがあると、勉強へ
のモチベーションも高まりますね。きっと英語や数
学だと無理だったと思います。彼に気づきをもらい、
引き受けてよかったと思いました。
　会社の定年もカウントダウンの年齢となりました
が、セカンドライフはお金よりも、世のため・人の
ためになる仕事をしたいと思っています。教育は人
を変える仕事だと思えるきっかけを頂いた、多文化
の子どもプロジェクトに心より感謝しております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 中島 )

ボランティアの
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紹介します！
　多文化共生センター東京の事務局とたぶんかフリースクール荒川校は、荒川区内で、旧真土小学校、旧
小台橋小学校と場所を移し、現在は旧教育センターの２階で活動しています。この間、同じように引っ越
しをして 2007 年から同じ建物で活動をしているのが、福祉作業所の「あさがお」です。今回は、多文化
のおとなりさん、あさがおさんを紹介します。

　あさがおさんは、NPO法人かがやきが
運営する福祉作業所です。障がいを持つ人
が地域で自立した生活を営むことができる
ように、1956 年に発足した「荒川区手を
つなぐ親の会」を母体に設立された法人で、
荒川区内で福祉作業所（町屋と荒川）とグ
ループホーム（東日暮里）を運営しています。
　多文化の１階にある「小台橋あさがお」
では、軽作業やパンの製造などを行ってお
り、障がいを持つ利用者とスタッフをあわ
せて約 80 人が働いています。

　軽作業では、荒川の産業のひとつでもあ
る鉛筆の箱詰めや、プラモデルの部品の
袋詰めなどを行っています。丁寧な作業の
実績から新しい仕事の受注にもつながり、
地元企業からの依頼が多くあります。そし
て、多文化のスタッフも楽しみにしている
パンは、クリスマスにはシュトーレン、春
には桜あんぱんが登場するなど、季節にあ
わせてメニューが変わります。種類はなん
と 500 もあるというのには驚きです！一日
に 300 ～ 400 個焼いて、区内の保育園の
給食にも届けられています。

　「利用者さんが来たいと思えるところ、保護者が安心
して預けられるところを目指しています」。
　明るい笑顔でインタビューに応じていただいたスタッ
フの木村さんと山本さんの言葉から、障がいを持つ人と
外国にルーツを持つ人と、それぞれの入口から活動を積
み重ねることで、一人一人の個性を認め、受け入れる社
会につなげていきたいと感じました。( 澤木 )

おとなりさ

イベント会場などで

販売される鉛筆も

ここで梱包しています。

　　　    スタッフの

　　木村さん と 山本さん

パンを焼いた後は

丁寧に清掃します。

パンは、 イベントで

販売するほか、

「グローリー」 （日暮里

舎人ライナー西日暮

里駅コンコース） で

火 ・ 水 ・ 木曜日の

10 時半から売り切れ

まで販売しています。

ん
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事務局・たぶんかフリースクール荒川本校
Tabunka free school, Arakawa Main Campus
〒116-0002　東京都荒川区荒川 4-19-1　旧教育センター２階
2F 4-19-1 Arakawa, Arakawa-ku Tokyo

ＴＥＬ／ＦＡＸ：03-6807-7937　Ｅ-mail：info@tabunka.or.jp

Open：火曜日～金曜日 9：00 ～ 18：00　土曜日 11：00 ～ 19：00

Access：千代田線・京成線町屋駅から徒歩 10 分、

              都電荒川二丁目駅から徒歩 7 分、JR三河島駅から徒歩 15 分

たぶんかフリースクール杉並校  Suginami School
所在地：〒167-0021 東京都杉並区井草 2 丁目 35-5
２-３５-５ Igusa, Suginami-ku Tokyo

ＴＥＬ／ＦＡＸ：03-6915-0200

Open：火曜日～金曜日 9：00 ～18：00

Access：西武新宿線「井荻」駅から徒歩 12 分

新三河島駅

町屋駅
京成本線
千代田線

京成本線

常磐線
三河島駅

荒
川
自
然
公
園

荒川区役所

都電荒川線
荒川二丁目駅

荒川三丁目
交差点

明治通り

基本的人権の尊重
「ことば」「制度」「こころ」の壁に起

因する社会的不公平によって、誰もが

等しく持つ権利が損なわれる不公平を

是正する

少数者への力づけ（エンパワメント）
自分の文化や言語を享受できる環境づくり

や安心して自分を出せる居場所づくりによ

り、少数者自らが自分自身を支えていく

社会へのアプローチ
「日本人」・日本社会が少数者の置かれてい

る状況を理解するとともに、多文化共生社

会の意味や大切さ、（大変さ・楽しさ）を理

解し、多数者である「日本人」も変わり、

少数者とともに生きていく。

多文化共生センター東京の趣旨に賛同し、団体運営にかかわってくださる方

■ 正会員　年会費 5,000 円（年次総会での議決権あり）

■ 賛助会員（個人）1 口  年会費 3,000 円 ( 複数口可 )

■ 賛助会員（団体）1 口  年会費 30,000 円 ( 複数口可 )

当座 0407588

加入者名：

トクヒ）タブンカキョウセイセンタートウキョウ

ゆうちょ銀行　〇一九店　　
名義：多文化共生センター東京多文化共生センター東京

ホームページよりお申込み

多文化共生センター東京の活動や、当団体で学ぶ子どもたちをサポートするさまざまなご支援方法があります。

00110-8-407588

振込用紙に、銀行振込の場合はお振込後に

メールや電話で、「入会希望」もしくは「寄付」

をご指定いただき、名前・住所・電話番号・

メールアドレス・ニュースレターへのお名

前掲載の可否をお知らせ下さい。

正会員
賛助会員

経済的な理由から「たぶんかフリー

スクール」の授業料を負担すること

が難しい家庭の子どもたちへの支援

多文化共生センター東京

の活動全体へのご支援

毎月定額のご寄付を継続的にお寄せいただくご支援
（月額 1000 円、3000 円、5000 円、10000 円）

その他任意の金額も設定いただけます

※詳しくはホームページ、またはお気軽にお問い合わせください。


